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第11回「農を取りまく情報交流の広場」を開催！

売る人にも、買う人にも、育てる人にも。フェアでいい値を、考える。

～おいしくて、良質な広島の「食」を未来の子ども達につないでいくために～

中国四国農政局広島県拠点は、令和７年１月18日（土曜日）、合人社ウェンディ
ひと・まちプラザ（広島市まちづくり市民交流プラザ（広島市中区））において、
第11回「農を取りまく情報交流の広場」を開催しました。

本城総括農政推進官による説明

本イベントにはWeb参加を含め、県内
外から82名の参加があり、冒頭、中国四
国農政局広島県拠点関地方参事官から、
「農業生産・流通・消費者それぞれの立
場からご意見をいただくとともに、本日
の交流広場が皆さまと日本の食料のあり
かたについて考えるきっかけ作りとした
い。」と、開会のあいさつを述べました。

関地方参事官によるあいさつ

続いて、同拠点の本城総括農政推進官
が「日本・広島県の食料・農業をとりま
く状況」について情報提供を行い、農業
者の高齢化や農地の減少、国際情勢に伴
う輸入環境の悪化、「みどりの食料シス
テム戦略」、温室効果ガス削減の「見え
る化」などの環境に配慮した農業の重要
性を説明しました。

満席状態の会場



「第１部」 ファシリテーター、パネリストによる
パネルディスカッション

第１部では、ながみねファーム代表
の長嶺 充さんをファシリテーターに迎
え、阿戸の和農園 代表 岡﨑 和也さん、
（株）フレスタ 青果チームバイヤー
佐々木 博弥さん、生協ひろしま 理事
佐々木 真朱実さん、安田女子大学 公
共経営学科 学生 佐々木 愛香さんがパ
ネリストとして登壇しました。

長嶺さんの発案で、パネリスト各自
がマインドマップを作成し、経歴、仕
事、趣味、食について自己紹介を行い、
長嶺さんのユーモアを交えた巧みな話
術により、和やかな雰囲気のまま、
「フェアプライス」と「地産地消」に
ついて生産者・流通業者・消費者・学
生の立場から意見交換を行いました。

パネリストからは、
・「農産物は関係機関協力の下、過不足なく生産することが理想。このことが
フェアプライスと連動」

・「流通業者として生産者を支援する観点から、農産物を原料とした加工品の
商品開発を試行」

・「地産地消を実践することで、流通業者はコスト削減、消費者は新鮮で安価
な農産物の購入が可能」

・「消費者は生産・流通の実態をもっと勉強する必要がある」
・「学生は新たな知識を得ることで新しい価値観が芽生える可能性がある。生
産や流通を担う方々に、より一層の情報発信を希望」

など、生産・流通・消費の分野に精通した深い意見や学生ならではの柔軟な発
想による提案がありました。

岡﨑さん 佐々木（博）さん 佐々木（真）さん 佐々木（愛）さん

進行役の長嶺さん



編集：中国四国農政局 広島県拠点
〒730-0012 広島市中区上八丁堀６－30

TEL (082)228-9676(内線306) <農政局HP> https://www.maff.go.jp/chushi/
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アンケートへのご協力ありがとうございました

ご参加をいただいた皆さんにアンケートにご協力いただきました。
多くの良評価とともに、
・「消費者も学ばなければならないという言葉が印象的」
・「学生も含めて、多様なパネリストが参加されていたことが良かった」
・「地産地消は流通コストなど価格面で優位性（経済効率性）があり消費者と
農家、流通業にとってウィンウィンの関係となる」

・「配信画面が粗い、資料が細かく判別しにくい」
などのご意見をいただきました。これらの貴重なご意見は、来年の取組に活かして
まいります。

「第２部」 パネリスト、協力団体との自由交流

第２部は、会場参加の皆さん、パネリスト、協力団体が自由に意見を交わせ
る交流の場を設けました。会場では、広島県産の小豆のPR、広島県の農業を守
るための取組提案など、熱気溢れる活発な交流が行われました。

自由交流の様子

また、第１部の最後に、本イベントの協力団体である株
式会社日本政策金融公庫広島支店の千原課長から同公庫が
実施した「国産品・輸入品の価格に対するイメージ調査」
の紹介と調査対象者の約７割が「国産指向であり、年齢層
が高いほどこの傾向が強い。」といった説明が行われまし
た。

意見交換後、中国四国農政局経営・事業支援部の空閑
（くが）部長からパネリストの印象に残ったコメントとし
て、「環境・価格の両面で地産地消が合理的」、「消費
者・流通業者ともに価格の妥当性を再考」、「消費者力の
習得が必要」、「教育・広報の啓発が重要」などを紹介し、
総評を行いました。

空閑部長

千原課長


